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語嚢素 語形 品詞 頻度 書字形の内訳
イエル【言える1
カップ【カップ】
ミル【見る】
オモシロイ【衙白い】
キョウ【今日】
サマ【樹
ハジメ【始め】
ツケル【イ寸ける】
スギ樋ぎ】
トル【取る】
イエル　　　動詞　　　　　114
カップ　　　普通名詞　　　　71
ミノレ　　　　動霊再　　　　　10！4
オモシnイ　形容詞　　　　　63
キョウ　　　普通名詞　　　／15
サマ　　　　名詞性接尾辞　　111
ハジメ　　　普通名詞　　　　123
ヅケル　　　動詞　　　　　　56
スギ　　　　動詞性接尾辞　　52
ト」レ　　　　　　　動言司　　　　　　　　　354
言える（50．9％），いえる（49．1％）
カップ（53．5％），杯（46．5％）
見る（53．9％），みる（46．　1％）
面難い（54．0％），おもしろい（46．0％）
きょう（54．8％），今日（45．2％）
様（55．0％），さま（44．1％），サマ（O．9％）
はじめ（55．3％），初め（41．5％），始め（3．3％）
づける　（57．1％），付ける　（42．9％）
過ぎ（59．6％），すぎ（40。4％）
とる（60．2％），取る（39．8％）
5．おわりに
　本稿では，コーパスH本語学への応用を指向した形態素解析胴電子化辞書UniDicの開発につ
いて述べた。二二研究で重要な要件となる単位の斉一性や見出しの岡一性への対処を中心に，本
電子化辞書の設計方斜とその実装について述べ，コーパス日本語学への応用事例を紹介した。作
成した形態素解析用辞書は，形態素解析システムChaSenで利用可能な形態で一般に公開されて
いる。
　今後の課題としてはおもに3つの問題が挙げられるだろう。第一に，語彙の拡充である。
UniDicの語彙素数はすでに10万項陰を超えているが，これらは市販の飼語辞典や『RWCPテキ
ストコーパス』（新聞記事），『日本語話し言葉コーパス』（学会講演や模擬i講演）からおもに取得
したものである。雑誌やインターネット上の文書を対象とする場合には，まだまだ十分とはいえ
ない。また，すべての語を登録し尽くすことは原理的に不可能であるから，未知語に対処する技
術も並行して考える必要がある。
　第二に，記載する情報の拡大である。現状のUniDicに記載されている情報は，基本的な形態
論情報とアクセント情報に眼られる。辞書とコーパスの統合によって，コーパスの情報を漸進的
に豊富にしていく，というアイデアを実のあるものにするには，まずもって辞書中に豊富な情報
を記載していかなければならない。現在，語種と意味分類を記載する計颪があるが，とくに後者
については，参考資料中に記載がないものはどうするかなど課題も多い。
　第三に，形態素解析システムの高精度化である。現状の解析精度97％以上という数字は決して
低いものではないが，コーパスへの腎管情報付与に利用することを考えると十分とはいえない。
とくに，概存の形態素解析システムでは，単位・品詞認定のみが重視され，語彙素認定は考慮さ
れていない。実際，本研究で採用したChaSenでは，語彙素認定に関して極めて貧弱なモデルし
か提供できない。語彙素レベルの見出しを与えることは，UniDicの主たる目的の1つであるか
ら，このレベルでの精度向上は欠かせない。今後，MeCabなど最新の統計モデルを備えたシス
テムを採用するなどして，対処するつもりである。
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　これらの課題に対して，開発者として拡張・改善に取り組んでいくとともに，随時改訂版を公
開し，利用者からのフィードバック（未登録語の報告や薪たな記載情報に関する提案・データ提
供）を得つつ，コーパスEl本語学のための言語資源としてより価値を高めていきたい。
??
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
http：／／nlp．kuee．kyoto－u．ac．jp／nl－resource／juman．html
http：／／chasen－legacy．sourceforge．jp／
ChaSen開発チームは，この闇題に対する対処を現在進めている（浅原ほか2005）。ただし，
異形態の扱いについては対処していない。
JUMAN　5．1はこの問題に部分的には対処しているようである。たとえば，「温かい」と「あっ
たかい」に対しては同一の“代表表記”が与えられている。一方，「やはり」と「やっぱり」の
同一性は表現されていない。JUMAN辞書ではもともと話し言葉の語彙が少なく，語形の変異
に関して体系的に対処しようとは考えていないように患われる。
http：／／download．unidic．org／
言語学でいう形態素に概ね対応するが，活用語の活用語尾を独立した単位としないなどの違い
がある。
『現代H本語書き二葉均衡コーパス』の形態論情報の記述でも，同様の変更がなされている。
「う」の発音が長音「一」となるため，テキスト音声合成などへの応用で不都合があること，
話し言葉で「行こ」などの「う」を省略した形があり，記述が困難であることなどが理霞であ
る。
表2に挙げた以外にも，話し二葉に現れるさまざまな活用形（意志推量形の末尾を縮めた「高
かろ」，終止形の上尾を促音化した「高っ」，仮定形の融合形塙けりゃ」「高きゃ」など）に
対店している。
発音形で変化パターンの差異が生じるのは，たとえば力行・ガ行五段動詞の場合である。「キ
ク（聞く）」のように，語幹末がイ段または工段で終わる場合，連用形イ音便の発音が「キー
（タ）」のように長音になる。これに対して，「サク（咲く）」のように，語幹末がイ段・工段以
外で終わる場合，連弓形イ音便は「サイ（タ）」のように「イ」である。
RWCPコーパスは，オリジナルのものにChaSen開発チームが修正を加えたものをさらに短単
位に再分析した。CSJも，　CSJ短単位と本研究の短単位の違いに応じて，適宜再分析した。
http：／／mecab．sourceforge．jp／
「カップ」の書字形「杯」は，RWCPコーパスで「W杯」をヂワールドiカップ」と認定して
いることから。この認定自体は再考の余地がある。
短単位では，数詞は千・百・十の桁ごとに単位分割する（「二千1七」など）。このため，算用
数字のままでは扱いにくく，形態素解析時には前処理で漢数字に変換している。コーパス中で
も同様に漢数字で表現している。
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electroRic　dictionary，　morphologlcal　analysis，　database　systefn，　uRiformity　of　units，　identity　of　indexes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Al）stract
　　　　In　this　paper，　we　describe　the　design　and　the　implementation　of　an　eiectronic　dictionary　for
morphological　anaiysis，　UniDic，　which　aims　particularly　at　application　to　Japanese　corpus
llnguistics．　IS　has　been　indispensabie　for　the　development　of　a　large－scale　corpus　So　utilize　an
automatic　morphological　anaiyzer　on　computer．　’lhe　existing　dictionaries　for　morphological
analyzers，　however，　reveal　lots　of　problems　when　used　in　corpus　linguistics，　such　as　unevenness　in
defining　a　unit　and　faiiure　in　handling　aJlomorphs　and　orthographlc　variants．　Our　dlctionary，　in
contrast，　deals　with　the　uniformity　of　ttnits　and　the　identity　of　indexes，　which　are　important
requirements　for　lingttistic　analysis　of　corpora．　We　adopt　multi－level　definition　of　word　units，
consisting　of　short一，　middle一，　and　long－unit　words，　aRd　structured　representation　of　indexes，
composed　of　lemma，　word　form，　orthography，　and　pronunciation．　We　develop　a　database　system
that　straight－forwardly　implements　this　design　of　the　dictionary　and　a　friendly　user－interface　for
dictionary　builders　to　be　capable　of　searching　aRd　registering　entries　with　grasping　the　complex
structttre　of　the　indexes．　We　also　skow　how　this　structured　representation　benefits　us　in　analyzing
morpho｝ogically　annotated　corpora，　presenting　case　studies　that　investigate　the　variation　of　word
form　in　spoken　language　corpus　and　£he　variation　of　orthography　in　written　language　corpus．
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